
生息に配慮した森林づくり推進 ・いきものの生息に配慮した森林づくり推進 ・いきものの生息に配慮した森林づくり推進 ・いきものの生息に配慮した森林づくり推進
モデル林整備２箇所 ・森林・林業＋X（エックス）プロジェクト推進 ・森林・林業＋X（エックス）プロジェクト推進 ・森林・林業＋X（エックス）プロジェクト推進

・100年の森づくり会議の企画検討 ・100年の森づくり会議の企画検討 ・100年の森づくり会議の開催 ・100年の森づくり会議の企画検討
２ エコツーリズムの推進
・エコツアーの認定及び実施 ２ エコツーリズムの推進 ２ エコツーリズムの推進 ２ エコツーリズムの推進
・人材育成 ・エコツアーの認定及び実施 ・エコツアーの認定及び実施 ・エコツアーの認定及び実施
エコツーリズムガイドフォローアップ研修（鈴 ・人材育成 ・人材育成 ・人材育成

主な事業内容 鹿10座、森里川湖） 鈴鹿10座エコツーリズムガイド養成講座の実施 森里川湖エコツーリズムガイド養成講座
・広報（プロモーション） エコツーリズムガイドフォローアップ研修 エコツーリズムガイドフォローアップ研修 エコツーリズムガイドフォローアップ研修

（年次計画） ・びわ湖 東近江SEA TO SUMMIT （鈴鹿10座、森里川湖） （鈴鹿10座、森里川湖） （鈴鹿10座、森里川湖）
・広報（プロモーション） ・広報（プロモーション） ・広報（プロモーション）

Plan 1 ３ 鈴鹿10座の保全・活用 ・びわ湖東近江SEA TO SUMMIT ・びわ湖東近江SEA TO SUMMIT ・びわ湖東近江SEA TO SUMMIT
・登山道の巡視及び整備

（実績） ・鈴鹿10座ビジターセンターの運営 ３ 鈴鹿10座の保全・活用 ３ 鈴鹿10座の保全・活用 ３ 鈴鹿10座の保全・活用
・永源寺ダム右岸バイオトイレ設置 ・登山道の巡視及び整備 ・登山道の巡視及び整備 ・登山道の巡視及び整備

Do 2 ・鈴鹿10座ビジターセンターの運営 ・鈴鹿10座ビジターセンターの運営 ・鈴鹿10座ビジターセンターの運営
４ 流域政策 ・登山者駐車場等整備の検討 ・登山者駐車

東

場等整備の検討 ・登

近

山者駐車場等整備の検

江

討
・愛知川内水面漁

市

業振興協議会への参画

総

・鈴鹿10座の保

合

全・活用プラン見直し

計

・地下水再認識

画

プロジェクト

～

調査井選定及び地下

ま

水位測定 ４ 流域政策

ち

４ 流域政策 ４ 流域

づ

政策
地下水等勉強

く

会の開催 ・愛知川内

り

水面漁業振興協議会へ

の

の参画 ・愛知川内水

森

面漁業振興協議会への

を

参画 ・愛知川内水面

育

漁業振興協議会への参

て

画
・地下水再認識

よ

プロジェクト ・地下

う

水再認識プロジェクト

～

・地下水再認識プロ

■

ジェクト
第２次総合計

令

画における成果指標
「

和

エコツアーの参加者数

0

」
指標の年度目標値 2

8

,100人 59.1％

年

59.85％ 60.6

度

％

事業の優先度 Ａ Ａ

決算額 国庫支出金 0千円

実

予算額 国庫支出金 0千

施

円

県支出金 6,870

計

千円 県支出金 0千円

事

画

業の財源 31,482

／

千円 市債 6,500千

◆

円 29,730千円 市

令

債 0千円

その他 10,

和

925千円 その他 10

0

,870千円

一般財源

7

7,187千円 一般財

年

源 18,860千円

職

度

員数/人件費 正 2.85人 会計任 0.8人 2

事

0,469 千円 正 2.

務

85人 会計任 0.8人

事

20,469 千円

評価

業

改善 方向性

令和07年

評

度 事務事業評価

指標

価

の年度実績 Do 2 4

○

90人 令和08年度の

基

改善の取り組み Act

本

ion 4 令和09年

目

度以降の事業の方向性

標

と資源の配分

＜成果・

：

課題＞ ＜改善内容＞ 事

0

業の方向性 資源(財源

4

・人)の配分 事業の方

快

向性と資源の配分の内

適

容

100年の森づく

な

りビジョン及びエコツ

生

ーリズム推 独自の森

活

林認証制度の試行実施

環

を行い、制度の検 現状

境

維持 ○ 財源
進全体構想

が

に基づき事業を推進し

整

た。 証を行う。
いき

っ

ものの生息に配慮した

た

森林づくり推進におい

安

鈴鹿10座の保全・

全

活用については、登山

・

道のモニ 見直して継続

安

拡大
ては、独自の森林

心

認証にかかる費用や業

な

務量を考え タリングを

ま

実施し、より自然にや

ち

さしく持続可能な 拡大

指

現状 ○
事務事業の改善

標

内容 た持続的な仕組み

名

づくりが課題である。

自

登山道整備手法の研究

然

を行う。さらには、ガ

と

イド以 縮小 削減
鈴鹿

関

10座の保全・活用に

わ

おいては、山域により

る

登 外にも保全活動に協

人

力を得られる仕組みを

の

検討する 事業統合 人員

割

Check 3 山道の

合

浸食が依然として進ん

指

でおり、継続的に保全 。 手段見直
するための財源と人材不足が課題

標

である。 休止・廃止 拡

成

大
現状 ○

完了 削減

果指標一覧のとおり 新規 ○ ソフト 事務事業コード 45

○基本的政策：02豊かな自然を未来につなげるまちづくり 指標の目標値 61.3% 目標年（ 令和11年度 ） 算出方法 ○ 継続 ハード 担 当 課 名 森と水政策課

関 係 法 令 自然環境保全法、自然公園法、生物多様性基本法、エコツーリズム推進法、絶滅のおそれのある野 第2次東近江市環
生動植物の種の保存に関する法律、森林・林業基本法、森林法、道路運送法、旅行業法、東近江市民 境基本計画

○ 施策 ：01森里川湖のつながり創生 市 条 例 等 作 成 者 小西 茂喜の豊かな環境と風土づくり条例、東近江市自然環境及び生物多様性の保全に関する条例 東近江市100年の

事務事業名 鈴鹿山脈から琵琶湖まで継続的に人の手が加えられ維持されてきた森、里、川、湖といった多様性 森づくりビジョン
関連計画のある豊かな自然と人と自然の関りの中で育まれてきた暮らしや生業、文化などの地域資源を将来世 鈴鹿10座の保全・

森里川湖のつながり創生事業 事務事業概要 予
会 計 名 一般会計代に継承するため、100年先を見据えた森林づくりやエコツーリズムの推進、鈴鹿10座の保全活用な 活用プラン

ど森里川湖のつながりをいかした取組を進めます。 大事業コード 020000
算

款 項 目 020113

令和07年度 事務事業実績 令和08年度 実施計画

令和07年度 令和08年度 令和09年度 令和10年度

１ 100年の森づくりビジョンの推進 １ 100年の森づくりビジョンの推進 １ 100年の森づくりビジョンの推進 １ 100年の森づくりビジョンの推進
・地域ワークショップ ３町開催 ・地域ワークショップ ・地域ワークショップ ・地域ワークショップ
・いきものの



維持管理 ２ 河辺いきものの森等施設の維持管理 ２ 河辺いきものの森等施設の維持管理 ２ 河辺いきものの森等施設の維持管理
・河辺いきものの森、河辺の森駅、布引の森の維 ・河辺いきものの森、河辺の森駅、布引の森の維 ・河辺いきものの森、河辺の森駅、布引の森の維 ・河辺いきものの森、河辺の森駅、布引の森の維
持管理 持管理 持管理、河辺林冠トレイル老朽修繕 持管理

３ 森に人が集まる場所づくり事業（里山保育） ３ 森に人が集まる場所づくり事業（里山保育） ３ 森に人が集まる場所づくり事業（里山保育） ３ 森に人が集まる場所づくり事業（里山保育）
主な事業内容 ・認定こども園等付近の里山等で自然体験（19園 ・認定こども園等付近の里山等で自然体験（21園 ・認定こども園等付近の里山等で自然体験 ・認定こども園等付近の里山等で自然体験

で実施） で実施予定）
（年次計画）

４ にぎわい里山づくり事業 ４ にぎわい里山づくり事業 ４ にぎわい里山づくり事業 ４ にぎわい里山づくり事業
Plan 1 ・里山保全活動を行う団体をを支援する ・里山保全活動を行う団体を支援する ・里山保全活動を行う団体を支援する ・里山保全活動を行う団体を支援する

（実績） ５ 緑化の推進等 ５ 緑化の推進等 ５ 緑化の推進等 ５ 緑化の推進等
・婚姻届・出生届を出された方に記念樹「あゆみ ・婚姻届・出生届を出された方に記念樹「あゆみ ・婚姻届・出生届を出された方に記念樹「あゆみ ・婚姻届・出生届を出された方に記念樹「あゆみ

Do 2 の樹」をプレゼント の樹」をプレゼント の樹」をプレゼント の樹」をプレゼント
・自治会・個人・事業所に花いっぱい運動等によ ・自治会・個人・事業所に花いっぱい運動等によ ・自治会・個人・事業所に花いっぱい運動等によ ・自治会・個人・事業所に花いっぱい運動等によ
る緑化の推進 る緑化の推進 る緑化の推進 る緑化の推進

・保護樹木・保護樹林の指定 ・保護樹木・保護樹林の指定 ・保護樹木・保護樹林の指定 ・保護樹木・保護樹林の指定

６ 森里川湖体験事業 ６ 森里川湖体験事業 ６ 森里川湖体験事業 ６ 森里川湖体験事業

東

・森里川湖３ＤＡＹ

近

キャンプ等の実施 ・

江

森里川湖３ＤＡＹキャ

市

ンプ等の実施 ・森里

総

川湖体験事業 ・森里

合

川湖体験事業

指標の年

計

度目標値 50.7% 5

画

9.1% 59.85%

～

60.6%

事業の優先

ま

度 Ａ Ｂ

決算額 国庫支出

ち

金 0千円 予算額 国庫支

づ

出金 0千円

県支出金 7

く

,404千円 県支出金

り

7,326千円

事業の

の

財源 50,112千円

森

市債 0千円 54,32

を

9千円 市債 0千円

その

育

他 30,787千円 そ

て

の他 26,659千円

よ

一般財源 11,921

う

千円 一般財源 20,3

～

44千円

職員数/人件

■

費 正 4.6人 会計任 2

令

.76人 40,112

和

千円 正 4.73人 会計

0

任 2.76人 44,1

8

30 千円

評価
改善 方向

年

性

令和07年度 事務

度

事業評価

指標の年度実績 Do 2 60.4%

実

令和08年度の改善の

施

取り組み Action

計

4 令和09年度以降

画

の事業の方向性と資源

／

の配分

＜成果・課題＞

◆

＜改善内容＞ 事業の方

令

向性 資源(財源・人)

和

の配分 事業の方向性と

0

資源の配分の内容

河

7

辺いきものの森の団体

年

利用（やまのこ、モリ

度

イ 河辺いきものの森は、現在の森の樹木調

事

査と今後 現状維持 財源

務

令和９年度
コ、学校等

事

）は例年どおり受け入

業

れることができた のビ

評

ジョンについて検討を

価

進める。また、河辺い

○

き 河辺いきものの森

基

林冠トレイルの修繕に

本

伴う事業
。開園20年

目

以上経過し、老朽化へ

標

の対策が必要であ もの

：

の森と布引の森は相互

0

に連携を図り、良質な

4

環 見直して継続 拡大 ○

快

費の増
る。 境教育の提

適

供や自然環境をいかし

な

た魅力的なプログ 拡大

生

○ 現状 令和９年度以降

活

事務事業の改善内容

環

布引の森は、環境教育

境

の場として各種団体受

が

入や ラムを展開する。

整

縮小 削減 里山保育実

っ

施園の拡大による事業

た

費の増
里山をいかした

安

多様なプログラムを実

全

施した。 里山保育に

・

おいては、実施園を拡

安

大するため保育 事業統

心

合 人員
Check 3

な

里山保育は市民団体

ま

との協働で19園を対

ち

象に実施 士等への研修

指

などを実施するととも

標

に、里山保全の 手段見

名

直
した。全園実施に向

自

けた実施手法の検討が

然

必要であ 必要性につい

と

て引き続き啓発を行う

関

。 休止・廃止 拡大
る。

わ

森里川湖体験事業は、

る

小学生に対して、地域

人

資 現状 ○
源をいかした

の

多様な体験の場を提供

割

した。 完了 削減

合 指 標 成果指標一覧のとおり 新規 ○ ソフト 事務事業コード 125

○基本的政策：02豊かな自然を未来につなげるまちづくり 指標の目標値 61.3% 目標年（ 令和11年度 ） 算出方法 ○ 継続 ハード 担 当 課 名 森と水政策課

関 係 法 令 八日市いきものふれあいの里条例及び施行規則、にぎわい里山づくり条例及び施行規則、東近江市 東近江市環境基本
布引の森条例及び施行規則、緑の募金による森林整備等の推進に関する法律、緑の少年団育成強化事 計画

○ 施策 ：02森里川湖の次世代への継承 市 条 例 等 作 成 者 小西 茂喜業助成金交付要綱、自然環境及び生物多様性の保全に関する条例及び施行規則

事務事業名 森里川湖の豊かな地域資源を保全・活用することを通じて、人と人、人と自然のつながりを醸成し
関連計画、子どもをはじめとした次世代を担う市民の育ちを豊かにします。

森里川湖次世代継承事業 事務事業概要 予
会 計 名 一般会計

大事業コード 030000
算

款 項 目 020113

令和07年度 事務事業実績 令和08年度 実施計画

令和07年度 令和08年度 令和09年度 令和10年度

１ 河辺いきものの森等の保全と活用 １ 河辺いきものの森等の保全と活用 １ 河辺いきものの森等の保全と活用 １ 河辺いきものの森等の保全と活用
・森林環境学習「やまのこ」など子ども等の環境 ・森林環境学習「やまのこ」など子ども等の環境 ・森林環境学習「やまのこ」など子ども等の環境 ・森林環境学習「やまのこ」など子ども等の環境
教育の実施や自然体験の機会を提供 教育の実施や自然体験の機会を提供 教育の実施や自然体験の機会を提供 教育の実施や自然体験の機会を提供

２ 河辺いきものの森等施設の



り協議会への委託） （さわやか環境づくり協議会への委託） （さわやか環境づくり協議会への委託）
・緑のカーテンプロジェクト ・緑のカーテンプロジェクト ・緑のカーテンプロジェクト ・緑のカーテンプロジェクト

主な事業内容 モニター75人 8事業所 10公共施設
・夏休み子どもエコクラブ 参加20人 ・夏休み子どもエコクラブ ・夏休み子どもエコクラブ ・夏休み子どもエコクラブ

（年次計画） ・ＥＣＯまつり ・ＥＣＯまつり ・ＥＣＯまつり ・ＥＣＯまつり
・環境施設研修 参加23人 ・環境施設研修 ・環境施設研修 ・環境施設研修

Plan 1 ・環境キャラバン隊(市内幼稚園等への環境啓 ・環境キャラバン隊(市内幼稚園等への環境啓 ・環境キャラバン隊(市内幼稚園等への環境啓 ・環境キャラバン隊(市内幼稚園等への環境啓
発活動) 24組699人 発活動) 発活動) 発活動)

（実績） ・小２エコクラブ 9校329人 ・小２エコクラブ ・小２エコクラブ ・小２エコクラブ
(市内小学校への環境啓発活動) (市内小学校への環境啓発活動) (市内小学校への環境啓発活動) (市内小学校への環境啓発活動)

Do 2
４ 滋賀グリーン活動ネットワークへの参画 ４ 滋賀グリーン活動ネットワークへの参画 ４ 滋賀グリーン活動ネットワークへの参画 ４ 滋賀グリーン活動ネットワークへの参画

指標の年度目標値 30.0% 29.6% 29.9% 30.2%

事業の優先度 Ｂ Ｂ

決算額 国庫支出金 0千円 予算額 国庫支出金 0千円

県支出金 296千円 県支出金 300千円

事業の財源 3,745千円 市債 0千円 2,235千円 市債 0千円

その他 0千円 その他 0千円

一般財源 3,449千円 一般財源 1,935千円

職員数/人件費 正 1.52人 会計任 0人 10,823 千円 正 1.48人 会計任 0人 10,655 千円

評価
改善 方向性

令和07年度 事務事業評価

指標の年度実績 Do 2 27.9％ 令和08年度の改善の取り組み Action 4 令和09年度以降の事業の方向性と資源の配分

＜成果・課題＞ ＜改善内容＞ 事業の方向性 資源(財源・人)の配分 事業の方向性と資源の配分の内容
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8年度 実施計画 ／ ◆ 令和07年度 事務事業評価

○基本目標 ：04快適な生活環境が整った安全・安心なまち 指 標 名 自然環境・環境保全に対する満足度 指 標 成果指標一覧のとおり 新規 ○ ソフト 事務事業コード 8055

○基本的政策：02豊かな自然を未来につなげるまちづくり 指標の目標値 30.5% 目標年（ 令和11年度 ） 算出方法 ○ 継続 ハード 担 当 課 名 森と水政策課

関 係 法 令 東近江市民の豊かな環境と風土づくり条例（環境基本条例） 東近江市環境基本
計画、東近江市地

○ 施策 ：03循環共生型まちづくりの推進 市 条 例 等 作 成 者 小西 茂喜域福祉計画

事務事業名 本市の豊かな自然や環境、生物の多様性などを保全し、それを継承していくため、環境基本条例、
関連計画第２次東近江市環境基本計画に基づいて施策を進めます。また、各種協議会等への参加により、情報

循環共生型まちづくり推進事業 事務事業概要 予
会 計 名 一般会計を収集し、関係市町や団体との連携や協働による啓発活動を行い、市民の環境意識の向上を目指しま

す。 大事業コード 040000
算

款 項 目 020113

令和07年度 事務事業実績 令和08年度 実施計画

令和07年度 令和08年度 令和09年度 令和10年度

１ 環境審議会の開催 １ 環境審議会の開催 １ 環境審議会の開催 １ 環境審議会の開催
・第３次環境基本計画策定

２ 第２次環境基本計画の推進 ２ 第３次環境基本計画の推進 ２ 第３次環境基本計画の推進 ２ 第３次環境基本計画の推進
・環境円卓会議運営委員会 ・環境基本計画推進会議 ・環境基本計画推進会議 ・環境基本計画推進会議

３ 資源循環型社会づくりの推進 ３ 資源循環型社会づくりの推進 ３ 資源循環型社会づくりの推進 ３ 資源循環型社会づくりの推進
（さわやか環境づくり協議会への委託） （さわやか環境づく



・外来魚の駆除活動 ・外来魚の駆除活動 ・外来魚の駆除活動 ・外来魚の駆除活動
外来魚の駆除釣り大会 荒天中止

・特定外来水生植物の駆除活動 ・特定外来水生植物の駆除活動 ・特定外来水生植物の駆除活動 ・特定外来水生植物の駆除活動
主な事業内容 ７回 134㎏

・水鳥観察会の支援 ・水鳥観察会の支援 ・水鳥観察会の支援 ・水鳥観察会の支援
（年次計画） ・湖辺環境保全清掃活動 ・湖辺環境保全清掃活動 ・湖辺環境保全清掃活動 ・湖辺環境保全清掃活動

能登川漁業協同組合 ４回330㎏
Plan 1 栗見プロジェクト

（実績） ２ 鈴鹿国定公園整備事業 ２ 鈴鹿国定公園整備事業 ２ 鈴鹿国定公園整備事業 ２ 鈴鹿国定公園整備事業
・鈴鹿国定公園内の登山道の整備 ・鈴鹿国定公園内の登山道の整備 ・鈴鹿国定公園内の登山道の整備 ・鈴鹿国定公園内の登山道の整備

Do 2 ・永源寺集団施設地区内の園地の管理 ・永源寺集団施設地区内の園地の管理 ・永源寺集団施設地区内の園地の管理 ・永源寺集団施設地区内の園地の管理

３ 生物多様性の取組 ３ 生物多様性の取組 ３ 生物多様性の取組 ３ 生物多様性の取組
・生物多様性調査の実施 ・生物多様性調査の実施 ・生物多様性調査の実施 ・生物多様性調査の実施
・特定外来植物の駆除 ・特定外来植物の駆除 ・特定外来植物の駆除 ・特定外来植物の駆除
・希少種保護活動 ・希少種保護活動 ・希少種保護活動 ・希少種保護活動
・生物多様性地域戦略の策定

指標の年度目標値 30.0% 29.6% 29.9% 30.2%

事業の優先度 Ｂ Ｂ

決算額 国庫支出金 0千円 予算額 国庫支出金 0千円

県支出金 0千円 県支出金 25,000千円

事業の財源 2,806千円 市債 0千円 52,944千円 市債 0千円

その他 2,310千円 その他 2,310千円

一般財源 496千円 一般財源 25,634千円

職員数/人件費 正 1.38人 会計任 0.05人 9,835 千円 正 1.49人 会計任 0人 10,400 千円

評価
改善 方向性

令和07年度 事務事業評価

指標の年度実績 Do 2 27.9% 令和08年度の改善の取り組み Action 4 令和09年度以降の事業の方向

東

性と資源の配分

＜成果

近

・課題＞ ＜改善内容＞

江

事業の方向性 資源(財

市

源・人)の配分 事業の

総

方向性と資源の配分の

合

内容

伊庭の里湖づく

計

り協議会では、外来魚

画

駆除、特定 環境保全

～

活動や生物多様性調査

ま

を通して、自然環 現状

ち

維持 ○ 財源
外来水生植

づ

物の早期発見、早期駆

く

除の取組やヨシ保 境に

り

興味を持ってもらい、

の

環境保全に関する人材

森

を
全活動を行った。 育

を

成するために継続して

育

活動する。 見直して継

て

続 拡大
鈴鹿国定公園

よ

整備事業では、国定公

う

園の登山道の 今後も

～

県や専門家と情報共有

■

をしながら保護活動 拡

令

大 現状 ○
事務事業の改

和

善内容 整備を永源寺地

0

区まちづくり協議会に

8

、集団施設地 を継続し

年

、生物多様性保全の方

度

針を検討していく。 縮小 削減
区内の園地の管

実

理を実施した。 事業統

施

合 人員
Check 3

計

生物多様性の取組で

画

は、希少種について県

／

や専門 手段見直
家と情

◆

報共有をしながら保護

令

活動を行った。生物多

和

休止・廃止 拡大
様性保

0

全の本市の方針の検討

7

が必要である。 現状 ○

年

完了 削減

度 事務事業評価

○基本目標 ：04快適な生活環境が整った安全・安心なまち 指 標 名 自然環境・環境保全に対する満足度 指 標 成果指標一覧のとおり 新規 ○ ソフト 事務事業コード 8067

○基本的政策：02豊かな自然を未来につなげるまちづくり 指標の目標値 30.5% 目標年（ 令和11年度 ） 算出方法 ○ 継続 ハード 担 当 課 名 森と水政策課

関 係 法 令 東近江市民の豊かな環境と風土づくり条例（環境基本条例）、東近江市自然環境及び生物多様性の 東近江市環境基本
保全に関する条例 計画

○ 施策 ：03循環共生型まちづくりの推進 市 条 例 等 作 成 者 小西 茂喜

事務事業名 市民や各種団体と協働して、生活環境、自然環境や歴史・文化的環境を保全するための事業を実施
関連計画し、市民の環境に対する意識を向上するための啓発を行い、快適で住みよい環境を創出します。

生物多様性保全再生事業 事務事業概要 予
会 計 名 一般会計

大事業コード 050000
算

款 項 目 020113

令和07年度 事務事業実績 令和08年度 実施計画

令和07年度 令和08年度 令和09年度 令和10年度

１ 伊庭の里湖(さとうみ)づくり事業 １ 伊庭の里湖(さとうみ)づくり事業 １ 伊庭の里湖(さとうみ)づくり事業 １ 伊庭の里湖(さとうみ)づくり事業
（伊庭の里湖づくり協議会への委託） （伊庭の里湖づくり協議会への委託） （伊庭の里湖づくり協議会への委託） （伊庭の里湖づくり協議会への委託）

・ヨシ群落の保全 ・ヨシ群落の保全（ヨシ刈り、ヨシ焼き） ・ヨシ群落の保全（ヨシ刈り、ヨシ焼き） ・ヨシ群落の保全（ヨシ刈り、ヨシ焼き）
ヨシ刈り 参加206人
ヨシ焼き 参加12人

・伊庭内湖周辺の清掃活動 ・伊庭内湖周辺の清掃活動 ・伊庭内湖周辺の清掃活動 ・伊庭内湖周辺の清掃活動



、搾油 ・菜種の収穫、乾燥、搾油 ・菜種の収穫、乾燥、搾油 ・菜種の収穫、乾燥、搾油
・廃食油回収とＢＤＦ精製、活用 ・廃食油回収とＢＤＦ精製、活用 ・廃食油回収とＢＤＦ精製、活用 ・廃食油回収とＢＤＦ精製、活用
・視察、体験学習受入れ ・視察、体験学習受入れ ・視察、体験学習受入れ ・視察、体験学習受入れ

主な事業内容 ・ＢＤＦ燃料の利用拡大に向けた啓発 ・ＢＤＦ燃料の利用拡大に向けた啓発 ・ＢＤＦ燃料の利用拡大に向けた啓発 ・ＢＤＦ燃料の利用拡大に向けた啓発
・各種プラント設備修繕 ・各種プラント設備修繕 ・各種プラント設備修繕 ・各種プラント設備修繕

（年次計画） ・菜の花館指定管理の更新事務 ・菜の花館指定管理更新業務

Plan 1 ３ 菜の花エコプロジェクトの推進 ３ 菜の花エコプロジェクトの推進 ３ 菜の花エコプロジェクトの推進 ３ 菜の花エコプロジェクトの推進
・菜の花エコプロジェクトの啓発、発信 ・菜の花エコプロジェクトの啓発、発信 ・菜の花エコプロジェクトの啓発、発信 ・菜の花エコプロジェクトの啓発、発信

（実績）
４ もみ殻くん炭クレジット化促進モデル事業 ４ もみ殻くん炭クレジット化促進モデル事業 ４ 菜の花館の修繕 ４ 菜の花館の修繕

Do 2 J-クレジット制度への申請量 4,040㎏

５ 菜の花館の修繕 ５ 菜の花館の修繕
・高圧受電ケーブル修繕、排煙窓修繕業務、BDF

プラント修繕、天井クレーン修繕

６ 市制・菜の花館設立20周年記念事業

指標の年度目標値 140,000kW 145,000kW 150,000kW 155,000kW

事業の優先度 Ｂ Ｂ

決算額 国庫支出金 0千円 予算額 国庫支出金 0千円

県支出金 0千円 県支出金 0千円

事業の財源 29,607千円 市債 0千円 23,874千円 市債 0千円

その他 6,037千円 その他 2,232千円

一般財源 23,570千円 一般財源 21,642千円

職員数/人件費 正 0.6人 会計任 0.2人 4,733 千円 正 0.63人 会計任 0人 4,270 千円

評価
改善 方向性

令和07年度 事務事業評価

指標の年度実績 Do 2 136,120kw（R7.12現在） 令和08年度の改善の取り組み Action 4 令和09年度以降の
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画 ／ ◆ 令和07年度 事務事業評価

○基本目標 ：04快適な生活環境が整った安全・安心なまち 指 標 名 再生可能エネルギー発電設備導入容量 指 標 成果指標一覧のとおり 新規 ○ ソフト 事務事業コード 92

○基本的政策：02豊かな自然を未来につなげるまちづくり 指標の目標値 160,000kW 目標年（ 令和11年度 ） 算出方法 ○ 継続 ハード 担 当 課 名 森と水政策課

関 係 法 令 東近江市あいとうエコプラザ菜の花館条例 東近江市環境基本
計画、東近江市バ

○ 施策 ：04カーボンニュートラルの推進 市 条 例 等 作 成 者 小西 茂喜イオマスタウン構

事務事業名 地域の活力を高め、環境と調和した資源循環型の地域づくりを進めるため、菜種の栽培から収穫、 想、東近江市地域
関連計画搾油、食用、廃食油回収、ＢＤＦ精製活用という一連の地域内資源循環プロジェクト（菜の花エコプ 福祉計画

菜の花エコプロジェクト推進事業 事務事業概要 予
会 計 名 一般会計ロジェクト）の推進を図ります。

大事業コード 060000
算

款 項 目 020113

令和07年度 事務事業実績 令和08年度 実施計画

令和07年度 令和08年度 令和09年度 令和10年度

１ 菜種の栽培委託 １ 菜種の栽培委託 １ 菜種の栽培委託 １ 菜種の栽培委託
・菜種栽培における播種面積や収穫等の調整 ・菜種栽培における播種面積や収穫等の調整 ・菜種栽培における播種面積や収穫等の調整 ・菜種栽培における播種面積や収穫等の調整
R7播種面積 15.6ha

２ 菜の花館の管理運営（指定管理） ２ 菜の花館の管理運営（指定管理） ２ 菜の花館の管理運営（指定管理） ２ 菜の花館の管理運営（指定管理）
・菜の花エコプロジェクトの推進 ・菜の花エコプロジェクトの推進 ・菜の花エコプロジェクトの推進 ・菜の花エコプロジェクトの推進
・菜種の収穫、乾燥



設置奨励金 ・蓄電システム設置奨励金
・太陽熱温水器設置奨励金 2件 ・太陽熱温水器設置奨励金 ・太陽熱温水器設置奨励金 ・太陽熱温水器設置奨励金
・省エネ家電購入促進補助金 87件 ・省エネ家電購入促進補助金

２ 環境マネジメントシステム『えこ・すまいる』 ２ 環境マネジメントシステム『えこ・すまいる』 ２ 環境マネジメントシステム『えこ・すまいる』 ２ 環境マネジメントシステム『えこ・すまいる』
主な事業内容 ・公共施設のエネルギー等使用量の見える化 ・公共施設のエネルギー等使用量の見える化 ・公共施設のエネルギー等使用量の見える化 ・公共施設のエネルギー等使用量の見える化

・環境に配慮した事業推進の啓発 ・環境に配慮した事業推進の啓発 ・環境に配慮した事業推進の啓発 ・環境に配慮した事業推進の啓発
（年次計画） ・東近江市地球温暖化対策実行計画の進捗管理 ・東近江市地球温暖化対策実行計画の進捗管理 ・東近江市地球温暖化対策実行計画の進捗管理 ・東近江市地球温暖化対策実行計画の進捗管理

Plan 1 ３ 地球温暖化防止活動の普及 ３ 地球温暖化防止活動の普及 ３ 地球温暖化防止活動の普及 ３ 地球温暖化防止活動の普及
・電動アシスト自転車の活用推進 ・電動アシスト自転車の活用推進 ・電動アシスト自転車の活用推進 ・電動アシスト自転車の活用推進

（実績） ・グリーン購入の推進 ・グリーン購入の推進 ・グリーン購入の推進 ・グリーン購入の推進

Do 2

指標の年度目標値 140,000kW 145,000kW 150,000kW 155,000kW

事業の優先度 Ｂ Ｂ

決算額 国庫支出金 3,000千円 予算額 国庫支出金 10,000千円

県支出金 0千円 県支出金 0千円

事業の財源 7,003千円 市債 0千円 15,546千円 市債 0千円

その他 0千円 その他 0千円

一般財源 4,003千円 一般財源 5,546千円

職員数/人件費 正 0.84人 会計任 0.5人 7,363 千円 正 0.88人 会計任 0人 6,087 千円

評価
改善 方向性

令和07年度 事務事業評価

指標の年度実績 Do 2 136,120kw（R7.12現在） 令和08年度の改善の取り組み Action 4 令和09年度以降の事業の方向性と資源の配
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分
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市
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画 ／ ◆ 令和07年度 事務事業評価

○基本目標 ：04快適な生活環境が整った安全・安心なまち 指 標 名 再生可能エネルギー発電設備導入容量 指 標 成果指標一覧のとおり 新規 ○ ソフト 事務事業コード 206

○基本的政策：02豊かな自然を未来につなげるまちづくり 指標の目標値 160,000kW 目標年（ 令和11年度 ） 算出方法 ○ 継続 ハード 担 当 課 名 森と水政策課

関 係 法 令 地球温暖化対策の推進に関する法律、東近江市環境にやさしい暮らし普及促進奨励金支給要綱 東近江市環境基本
計画、東近江市次

○ 施策 ：04カーボンニュートラルの推進 市 条 例 等 作 成 者 小西 茂喜世代エネルギーパ

事務事業名 地球温暖化対策を推進するため、「地球温暖化対策実行計画」を策定し、市が率先して取組を進め ーク構想
関連計画るとともに、低炭素型ライフスタイルの変革を促すよう身近な取組を通じた市民啓発を行います。

地球温暖化対策・再生可能エネルギー促進 事務事業概要 予
会 計 名 一般会計

大事業コード 070000
事業 算

款 項 目 020113

令和07年度 事務事業実績 令和08年度 実施計画

令和07年度 令和08年度 令和09年度 令和10年度

１ 環境にやさしい暮らし普及促進事業 １ 環境にやさしい暮らし普及促進事業 １ 環境にやさしい暮らし普及促進事業 １ 環境にやさしい暮らし普及促進事業
・住宅用太陽光発電システム設置奨励金 7件 ・住宅用太陽光発電システム設置奨励金 ・住宅用太陽光発電システム設置奨励金 ・住宅用太陽光発電システム設置奨励金
・コージェネレーションシステム設置奨励金 １ ・コージェネレーションシステム設置奨励金 ・コージェネレーションシステム設置奨励金 ・コージェネレーションシステム設置奨励金

件
・蓄電システム設置奨励金 51件 ・蓄電システム設置奨励金 ・蓄電システム



者）
13,932㎘

主な事業内容 ３ 合併処理浄化槽設置等整備事業費補助金 ３ 合併処理浄化槽設置等整備事業費補助金 ３ 合併処理浄化槽設置等整備事業費補助金 ３ 合併処理浄化槽設置等整備事業費補助金
・住宅用合併処理浄化槽設置、更新への補助 ・住宅用合併処理浄化槽設置、更新への補助 ・住宅用合併処理浄化槽設置、更新への補助 ・住宅用合併処理浄化槽設置、更新への補助

（年次計画） 新設 1基
更新 3基

Plan 1
４ 合併処理浄化槽維持管理費補助金 ４ 合併処理浄化槽維持管理費補助金 ４ 合併処理浄化槽維持管理費補助金 ４ 合併処理浄化槽維持管理費補助金

（実績） ・集落単位の合併処理浄化槽管理への補助 ・集落単位の合併処理浄化槽管理への補助 ・集落単位の合併処理浄化槽管理への補助 ・集落単位の合併処理浄化槽管理への補助
393件

Do 2
５ 合併浄化槽の法定検査受検率の向上 ５ 合併浄化槽の法定検査受検率の向上 ５ 合併浄化槽の法定検査受検率の向上 ５ 合併浄化槽の法定検査受検率の向上

６ 浄化槽台帳の整備 ６ 浄化槽台帳の整備 ６ 浄化槽台帳の整備 ６ 浄化槽台帳の整備
・上下水道情報に基づく排水確認

599件
７ 浄化槽関連の届出の受理 ７ 浄化槽関連の届出の受理 ７ 浄化槽関連の届出の受理 ７ 浄化槽関連の届出の受理

設置3件

指標の年度目標値 92.1% 92.3% 92.5% 92.7%

事業の優先度 Ｂ Ｂ

決算額 国庫支出金 182千円 予算額 国庫支出金 1,298千円

県支出金 4,065千円 県支出金 5,348千円

事業の財源 288,551千円 市債 0千円 294,039千円 市債 0千円

その他 0千円 その他 0千円

一般財源 284,304千円 一般財源 287,393千円

職員数/人件費 正 0.87人 会計任 0人 6,450 千円 正 1.04人 会計任 0人 7,606 千円

評価
改善 方向性

令和07年度 事務事業評価

指標の年度実績 Do 2 90.8% 令和08年度の改善の取り組み Action 4 令和09年度以降の事業の方向性と資源の配分

＜成果・課題＞ ＜改善内容＞ 事業の方向性 資源(財源・人)の配分 事業の方向性と資源の配分
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施計画 ／ ◆ 令和07年度 事務事業評価

○基本目標 ：04快適な生活環境が整った安全・安心なまち 指 標 名 特定地域における浄化槽法定検査（法第11条）受検率 指 標 成果指標一覧のとおり 新規 ○ ソフト 事務事業コード 226

○基本的政策：03生活環境が守られたまちづくり 指標の目標値 92.9% 目標年（ 令和11年度 ） 算出方法 ○ 継続 ハード 担 当 課 名 生活環境課

関 係 法 令 廃棄物の処理及び清掃に関する法律、下水道の整備等に伴う一般廃棄物処理業等の合理化に関する 八日市ライフ組合
特別措置法 一般廃棄物処理基

○ 施策 ：01し尿の適正処理 市 条 例 等 作 成 者 田中 和則本計画、東近江市

事務事業名 快適で衛生的な生活を営むため、処理施設組合に負担金を支出し、し尿の適正処理と環境衛生の保 生活排水処理基本
関連計画全を図ります。 計画、東近江市一

汚水処理対策事業 事務事業概要 予
会 計 名 一般会計般廃棄物処理実施

計画 大事業コード 050000
算

款 項 目 040201

令和07年度 事務事業実績 令和08年度 実施計画

令和07年度 令和08年度 令和09年度 令和10年度

１ し尿及び浄化槽汚泥処理に係る負担金 １ し尿及び浄化槽汚泥処理に係る負担金 １ し尿及び浄化槽汚泥処理に係る負担金 １ し尿及び浄化槽汚泥処理に係る負担金
・八日市布引ライフ組合 ・八日市布引ライフ組合 ・八日市布引ライフ組合 ・八日市布引ライフ組合

２ し尿・浄化槽汚泥収集 ２ し尿・浄化槽汚泥収集 ２ し尿・浄化槽汚泥収集 ２ し尿・浄化槽汚泥収集
・し尿収集（八日市布引ライフ組合） ・し尿収集（八日市布引ライフ組合） ・し尿収集（八日市布引ライフ組合） ・し尿収集（八日市布引ライフ組合）

3,208㎘ ・浄化槽汚泥（許可業者） ・浄化槽汚泥（許可業者） ・浄化槽汚泥（許可業者）
・浄化槽汚泥（許可業



対策
・特定工場への合同立入調査 ・特定工場への合同立入調査 ・特定工場への合同立入調査

（年次計画） ４ 工場の監視、パトロール、指導、対策
・特定工場への合同立入調査

Plan 1 11事業所 ５ 自動車騒音の常時監視 ５ 自動車騒音の常時監視 ５ 自動車騒音の常時監視
５ 自動車騒音の常時監視

（実績） 11路線 52.8km
６ 公害や生活環境の苦情に対する確認と対処 ６ 公害や生活環境の苦情に対する確認と対処 ６ 公害や生活環境の苦情に対する確認と対処 ６ 公害や生活環境の苦情に対する確認と対処

Do 2 100件
７ 鼠族、昆虫駆除 ７ 鼠族、昆虫駆除 ７ 鼠族、昆虫駆除 ７ 鼠族、昆虫駆除

８ 市公害防止条例に基づく届出の審査受理 ８ 市公害防止条例に基づく届出の審査受理 ８ 市公害防止条例に基づく届出の審査受理 ８ 市公害防止条例に基づく届出の審査受理
93件

９ 公害防止、緑地の確保等に関する協定の締結 ９ 公害防止、緑地の確保等に関する協定の締結 ９ 公害防止、緑地の確保等に関する協定の締結 ９ 公害防止、緑地の確保等に関する協定の締結
新規締結 2事業所

指標の年度目標値 131件 128件 125件 122件

事業の優先度 Ｂ Ｂ

決算額 国庫支出金 0千円 予算額 国庫支出金 0千円

県支出金 0千円 県支出金 0千円

事業の財源 25,269千円 市債 0千円 27,766千円 市債 0千円

その他 0千円 その他 0千円

一般財源 25,269千円 一般財源 27,766千円

職員数/人件費 正 1.33人 会計任 0人 9,094 千円 正 1.17人 会計任 0人 8,087 千円

評価
改善 方向性

令和07年度 事務事業評価

指標の年度実績 Do 2 100件 令和08年度の改善の取り組み Action 4 令和09年度以降の事業の方向性と資源の配分

＜成果・課題＞ ＜改善内容＞ 事業の方向性 資源(財源・人)の配分 事業の方向性と資源の配分の内容

公害苦情に関し、原因者への指導により一定の効 苦情主及び原因者双方が、納得のいくような指導 現状維持 ○ 財源
果があった。長期的な苦情案件の進展が課題である を行う。
。 見直して継続 拡大

拡大 現状 ○
事務事業の改善内容 縮小 削減

事業統合 人員
Check 3 手段見直

休止・廃止

東

拡大
現状 ○

完了 削減

近江市総合計画 ～まちづくりの森を育てよう～ ■ 令和08年度 実施計画 ／ ◆ 令和07年度 事務事業評価

○基本目標 ：04快適な生活環境が整った安全・安心なまち 指 標 名 公害苦情件数 指 標 成果指標一覧のとおり 新規 ○ ソフト 事務事業コード 441

○基本的政策：03生活環境が守られたまちづくり 指標の目標値 119件 目標年（ 令和11年度 ） 算出方法 ○ 継続 ハード 担 当 課 名 生活環境課

関 係 法 令 東近江市の豊かな環境と風土づくり条例、東近江市民の生活環境保全及び公害防止に関する条例、 －
騒音規制法・振動規制法・悪臭防止法

○ 施策 ：02公害防止対策の推進 市 条 例 等 作 成 者 田中 和則

事務事業名 良好な生活環境を確保するため、「東近江市民の生活環境保全及び公害防止に関する条例」に基づ
関連計画き、河川や大気などの生活環境を調査し、事業者や市民への啓発を行います。

環境調査事業 事務事業概要 予
会 計 名 一般会計

大事業コード 080000
算

款 項 目 020113

令和07年度 事務事業実績 令和08年度 実施計画

令和07年度 令和08年度 令和09年度 令和10年度

１ 環境調査業務 １ 環境調査業務 １ 環境調査業務 １ 環境調査業務
・河川水質調査 ・河川水質調査 ・河川水質調査 ・河川水質調査
定期測定 40箇所
臨時測定 3箇所 ２ 公害発生源調査 ２ 公害発生源調査 ２ 公害発生源調査
PFAS測定 3箇所 ・事業所検査 ・事業所検査 ・事業所検査

２ 公害発生源調査
・事業所検査 ３ 騒音・振動規制法に基づく届出審査、受理 ３ 騒音・振動規制法に基づく届出審査、受理 ３ 騒音・振動規制法に基づく届出審査、受理
悪臭調査 2回

３ 騒音・振動規制法に基づく届出審査、受理
主な事業内容 129件 ４ 工場の監視、パトロール、指導、対策 ４ 工場の監視、パトロール、指導、対策 ４ 工場の監視、パトロール、指導、



する支援 管理に関する支援
主な事業内容 ・布引山霊苑一般墓地（峠墓地） ・布引山霊苑一般墓地（峠墓地） ・布引山霊苑一般墓地（峠墓地） ・布引山霊苑一般墓地（峠墓地）

（年次計画） ４ 墓地等経営許可事務 ４ 墓地等経営許可事務 ４ 墓地等経営許可事務 ４ 墓地等経営許可事務
経営許可4件

Plan 1

（実績）

Do 2

第２次総合計画における成果指標
「市営墓地の維持管理に係る改善要望件数」

指標の年度目標値 10件 12人 14人 16人

事業の優先度 － －

決算額 国庫支出金 0千円 予算額 国庫支出金 0千円

県支出金 0千円 県支出金 0千円

事業の財源 66,987千円 市債 0千円 72,582千円 市債 0千円

その他 10,941千円 その他 11,455千円

一般財源 56,046千円 一般財源 61,127千円

職員数/人件費 正 0.98人 会計任 0人 7,065 千円 正 0.97人 会計任 0人 6,733 千円

評価
改善 方向性

令和07年度 事務事業評価

指標の年度実績 Do 2 9件 令和08年度の改善の取り組み Action 4 令和09年度以降の事業の方向性と資源の配分

＜成果・課題＞ ＜改善内容＞ 事業の方向性 資源(財源・人)の配分 事業の方向性と資源の配分の内容

市営墓地敷地内の修繕を行い、適正な維持管理を 市営墓地の適正な維持管理を行い、未承継墓地の 現状維持 ○ 財源
行った。 承継を促しながら、返還のあった区画について、利
未承継の墓地利用者については、追跡調査を行い 用者の再募集を行う。 見直して継続 拡大

、承継を促すとともに、返還のあった墓地は再募集 焼骨収蔵届の啓発を行い、未提出の抑制につなが 拡大 現状 ○
事務事業の改善内容 により墓地需要に応えた。 る方法を検討する。 縮小 削減

市内の寺院にある「寺墓」に納骨するため、墓地 事業統合 人員
Check 3 経営許可を行った。 手段見直

休止・廃止 拡大
現状 ○

完了 削減

東近江市総合計画 ～まちづくりの森を育てよう～ ■ 令和08年度 実施計画 ／ ◆ 令和07年度 事務事業評価

○基本目標 ：04快適な生活環境が整った安全・安心なまち 指 標 名 市営墓地公園の新規利用申込者数 指 標 成果指標一覧のとおり 新規 ○ ソフト 事務事業コード 408

○基本的政策：03生活環境が守られたまちづくり 指標の目標値 18人 目標年（ 令和11年度 ） 算出方法 ○ 継続 ハード 担 当 課 名 生活環境課

関 係 法 令 墓地・埋葬等に関する法律 －

○ 施策 ：03斎場・墓地の適正管理 市 条 例 等 作 成 者 田中 和則

事務事業名 火葬施設の管理運営をする組合に負担金を支出し、施設の適切な管理運営を図ります。
関連計画

斎場・墓地管理運営事業 事務事業概要 予
会 計 名 一般会計

大事業コード 010000
算

款 項 目 040105

令和07年度 事務事業実績 令和08年度 実施計画

令和07年度 令和08年度 令和09年度 令和10年度

１ 斎苑（火葬場）管理運営に係る負担金 １ 斎苑（火葬場）管理運営に係る負担金 １ 斎苑（火葬場）管理運営に係る負担金 １ 斎苑（火葬場）管理運営に係る負担金
・八日市布引ライフ組合 ・八日市布引ライフ組合 ・八日市布引ライフ組合 ・八日市布引ライフ組合

２ 墓地の管理 ２ 墓地の管理 ２ 墓地の管理 ２ 墓地の管理
・布引山霊苑（全923区画）新規5件 ・布引山霊苑（全923区画） ・布引山霊苑（全923区画） ・布引山霊苑（全923区画）
・能登川墓地公園（全720区画）新規4件 ・能登川墓地公園（全720区画） ・能登川墓地公園（全720区画） ・能登川墓地公園（全720区画）

３ 公共事業等により移転又は設置した墓地の維持 ３ 公共事業等により移転又は設置した墓地の維持 ３ 公共事業等により移転又は設置した墓地の維持 ３ 公共事業等により移転又は設置した墓地の維持
管理に関する支援 管理に関する支援 管理に関



防止看板の自治会への配布
23件

（年次計画）

Plan 1

（実績）

Do 2

指標の年度目標値 57.4% 58.4% 59.4% 60.4%

事業の優先度 Ｂ Ｂ

決算額 国庫支出金 0千円 予算額 国庫支出金 0千円

県支出金 0千円 県支出金 0千円

事業の財源 2,644千円 市債 0千円 2,937千円 市債 0千円

その他 2,430千円 その他 2,937千円

一般財源 214千円 一般財源 0千円

職員数/人件費 正 1.44人 会計任 0.09人 9,331 千円 正 1.32人 会計任 0.09人 8,585 千円

評価
改善 方向性

令和07年度 事務事業評価

指標の年度実績 Do 2 54.1% 令和08年度の改善の取り組み Action 4 令和09年度以降の事業の方向性と資源の配分

＜成果・課題＞ ＜改善内容＞ 事業の方向性 資源(財源・人)の配分 事業の方向性と資源の配分の内容

犬の糞害に関する啓発として、自治会での看板設 犬の飼養方法に関する苦情に対し、県動物保護管 現状維持 ○ 財源
置の推奨、狂犬病予防集合注射会場で啓発看板を設 理センターと連携し啓発指導を行う。
置し周知を行った。 オンライン申請による手続きを拡充し利用者の利 見直して継続 拡大
犬の新規登録、死亡届に関してオンライン申請の 便性を向上させる。 拡大 現状 ○

事務事業の改善内容 受付を実施した。 犬の死亡届の啓発を適宜行い、更なる台帳整備を 縮小 削減
狂犬病予防注射接種率を更に向上する必要がある 行うことで狂犬病予防注射接種率の向上を図る。 事業統合 人員

Check 3 。 手段見直

休止・廃止 拡大
現状 ○

完了 削減

東近江市総合計画 ～まちづくりの森を育てよう～ ■ 令和08年度 実施計画 ／ ◆ 令和07年度 事務事業評価

○基本目標 ：04快適な生活環境が整った安全・安心なまち 指 標 名 狂犬病予防注射接種率 指 標 成果指標一覧のとおり 新規 ○ ソフト 事務事業コード 453

○基本的政策：03生活環境が守られたまちづくり 指標の目標値 61.4% 目標年（ 令和11年度 ） 算出方法 ○ 継続 ハード 担 当 課 名 生活環境課

関 係 法 令 狂犬病予防法、滋賀県動物の保護及び管理に関する条例 －

○ 施策 ：04畜犬の適正管理 市 条 例 等 作 成 者 田中 和則

事務事業名 狂犬病の発生を予防するため、犬の登録と予防注射を行います。また、正しい犬の飼い方等につい
関連計画て、飼い主へ啓発し、糞害の防止等を図ります。

狂犬病予防事業 事務事業概要 予
会 計 名 一般会計

大事業コード 020000
算

款 項 目 040105

令和07年度 事務事業実績 令和08年度 実施計画

令和07年度 令和08年度 令和09年度 令和10年度

１ 畜犬登録、狂犬病予防注射事業 １ 畜犬登録、狂犬病予防注射事業 １ 畜犬登録、狂犬病予防注射事業 １ 畜犬登録、狂犬病予防注射事業
・犬の新規、変更登録 ・犬の新規、変更登録 ・犬の新規、変更登録 ・犬の新規、変更登録

新規登録 449件 ・狂犬病予防注射実施 ・狂犬病予防注射実施 ・狂犬病予防注射実施
・狂犬病予防注射実施 ・次期畜犬管理システムの検討 ・畜犬管理システムの更新

集合注射 544件
個別注射 3,504件
計 4,048件

２ 動物の飼養に伴う周辺の生活環境の保全 ２ 動物の飼養に伴う周辺の生活環境の保全 ２ 動物の飼養に伴う周辺の生活環境の保全 ２ 動物の飼養に伴う周辺の生活環境の保全
主な事業内容 ・糞害防止看板の自治会への配布 ・糞害防止看板の自治会への配布 ・糞害防止看板の自治会への配布 ・糞害



託し、散乱ごみの回 ・シルバー人材センターに委託し、散乱ごみの回 ・シルバー人材センターに委託し、散乱ごみの回 ・シルバー人材センターに委託し、散乱ごみの回
収と啓発活動を実施 収と啓発活動を実施 収と啓発活動を実施 収と啓発活動を実施
実施日数 916日 ・永源寺地区夏季パトロールの強化 ・永源寺地区夏季パトロールの強化 ・永源寺地区夏季パトロールの強化

主な事業内容 ・永源寺地区夏季パトロールの強化 ・不法投棄物回収に係る処理困難物の処理委託 ・不法投棄物回収に係る処理困難物の処理委託 ・不法投棄物回収に係る処理困難物の処理委託
実施日数 30日

（年次計画）
３ ボランティア、自治会のごみ回収取組支援 ３ ボランティア、自治会のごみ回収取組支援 ３ ボランティア、自治会のごみ回収取組支援 ３ ボランティア、自治会のごみ回収取組支援

Plan 1 5月25日 ごみゼロ大作戦
蒲生支所佐久良川周辺 50人

（実績） 7月1日 びわ湖の日
能登川漁港周辺 150人

Do 2 11月30日 環境美化の日
市役所グリーンロード周辺 104人

４ 美化推進に係る啓発及びポイ捨て対策 ４ 美化推進に係る啓発及びポイ捨て対策 ４ 美化推進に係る啓発及びポイ捨て対策 ４ 美化推進に係る啓発及びポイ捨て対策
・不法投棄禁止看板の設置 ・不法投棄禁止看板の設置 ・不法投棄禁止看板の設置 ・不法投棄禁止看板の設置
・不法投棄監視カメラの活用 ・不法投棄監視カメラの活用 ・不法投棄監視カメラの活用 ・不法投棄監視カメラの活用
・市ホームページでの啓発 ・市ホームページでの啓発 ・市ホームページでの啓発 ・市ホームページでの啓発

指標の年度目標値 1,000人 300人 300人 300人

事業の優先度 Ｂ Ｂ

決算額 国庫支出金 0千円 予算額 国庫支出金 0千円

県支出金 3,241千円 県支出金 3,310千円

事業の財源 20,965千円 市債 0千円 32,502千円 市債 0千円

その他 75千円 その他 0千円

一般財源 17,649千円 一般財源 29,192千円

職員数/人件費 正 2
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実
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計
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和
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0
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7
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事

び早期発見のため、不

務
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Check 3 棄監

業

視員や環境美化推進員

評

によるパトロールを実
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施 手段見直
した。悪質
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な不法投棄が後を絶た
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ない状況であるが 休止
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04快適な生活環境が整った安全・安心なまち 指 標 名 清掃美化活動の参加者数 指 標 成果指標一覧のとおり 新規 ○ ソフト 事務事業コード 1

○基本的政策：01環境美化と資源循環意識の高いまちづくり 指標の目標値 300人 目標年（ 令和11年度 ） 算出方法 ○ 継続 ハード 担 当 課 名 資源再生推進課

関 係 法 令 東近江市の豊かな環境と風土づくり条例、東近江市自然環境及び生物多様性の保全に関する条例、 東近江市環境基本
東近江市生活環境保全及び公害防止に関する条例、東近江市廃棄物の処理及び環境の美化に関する条 計画

○ 施策 ：01環境美化の推進 市 条 例 等 作 成 者 杉島 和仁例、東近江市廃棄物不法投棄監視員要綱

事務事業名 市民環境活動団体の活動を支援することにより、地域の環境美化の推進や地球温暖化防止に関する
関連計画市民の意識の高揚を図ります。また、環境リーダーを養成することにより、環境啓発や環境教育活動

美化推進対策事業 事務事業概要 予
会 計 名 一般会計の推進を図ります。

大事業コード 020000
算

款 項 目 040201

令和07年度 事務事業実績 令和08年度 実施計画

令和07年度 令和08年度 令和09年度 令和10年度

１ 廃棄物不法投棄監視員の設置 １ 廃棄物不法投棄監視員の設置 １ 廃棄物不法投棄監視員の設置 １ 廃棄物不法投棄監視員の設置
・各地区の不法投棄のパトロール ・各地区の不法投棄のパトロール ・各地区の不法投棄のパトロール ・各地区の不法投棄のパトロール

不法投棄監視員 34人
通報件数 59件

２ 環境美化推進員によるパトロール ２ 環境美化推進員によるパトロール ２ 環境美化推進員によるパトロール ２ 環境美化推進員によるパトロール
・シルバー人材センターに委



び処理				 ・危険物回収及び処理				
			 				 				 				

２ ごみ処理関係品の作成・販売等			 ２ ごみ処理関係品の作成・販売等				 ２ ごみ処理関係品の作成・販売等				 ２ ごみ処理関係品の作成・販売等				
・ごみ袋の販売			 ・ごみ袋の販売				 ・ごみ袋の販売				 ・ごみ袋の販売				
・ごみカレンダーの作成			 ・ごみカレンダーの作成				 ・ごみカレンダーの作成				 ・ごみカレンダーの作成				

			 				 				 				
主な事業内容 ３ 犬猫等死骸処理 254件			 ３ 犬猫等死骸処理				 ３ 犬猫等死骸処理				 ３ 犬猫等死骸処理				

			 				 				 				
（年次計画） ４ 広域行政での事業推進に係る負担金			 ４ 広域行政での事業推進に係る負担金				 ４ 広域行政での事業推進に係る負担金				 ４ 広域行政での事業推進に係る負担金				

・中部清掃組合			 ・中部清掃組合				 ・中部清掃組合				 ・中部清掃組合				
Plan 1 ・愛知郡広域行政組合			 ・愛知郡広域行政組合				 ・愛知郡広域行政組合				 ・愛知郡広域行政組合				

			 				 				 				
（実績） ５ ごみステーション設置・修繕支援			 ５ ごみステーション設置・修繕支援				 ５ ごみステーション設置・修繕支援				 ５ ごみステーション設置・修繕支援				

新設 13件 修繕 10件			 				 				 				
Do 2 			 				 				 				

６ 最終処分場施設の維持管理			 ６ 最終処分場施設の維持管理(五個荘日吉町)				 ６ 最終処分場施設の維持管理(五個荘日吉町)				 ６ 最終処分場施設の維持管理(五個荘日吉町)				
(五個荘日吉町) 65.6t			 				 				 				

			 				 				 				
７ 小型家電リサイクルの実施			 ７ 小型家電リサイクルの実施 ７ 小型家電リサイクルの実施				 ７ 小型家電リサイクルの実施				

回収量 10.6t

指標の年度目標値 780g/1日 760g/1日 760g/1日

東

760g/1日

事業の

近

優先度 Ａ Ａ

決算額 国庫

江

支出金 0千円 予算額 国

市

庫支出金 0千円

県支出

総

金 0千円 県支出金 0千

合

円

事業の財源 1,66

計

5,916千円 市債 0

画

千円 1,841,86

～

2千円 市債 0千円

その

ま

他 51,023千円 そ

ち

の他 66,031千円

づ

一般財源 1,614,

く

893千円 一般財源 1

り

,775,831千円

の

職員数/人件費 正 3.

森

68人 会計任 0.85

を

人 27,754 千円 正

育

4.11人 会計任 0.

て

75人 29,876 千

よ

円

評価
改善 方向性

令和

う

07年度 事務事業評

～

価

指標の年度実績 Do

■

2 765g/1日 令

令

和08年度の改善の取

和

り組み Action

0

4 令和09年度以降の

8

事業の方向性と資源の

年

配分

＜成果・課題＞ ＜

度

改善内容＞ 事業の方向性 資源(財源・人)の

実

配分 事業の方向性と資

施

源の配分の内容

市役

計

所本庁・支所窓口にお

画

いて、カセットボンベ

／

市役所本庁・支所窓

◆

口において、引き続き

令

危険物 現状維持 ○ 財源

和

やスプレー缶、使い捨

0

てライター、リチウム

7

イオン 及びリチウムイ

年

オン充電池などの二次

度

電池の回収を
充電池などの危険物等の回収を

事

行い、家庭ごみ収集 行

務

う。回収に係る周知を

事

市広報紙などで丁寧に

業

行う 見直して継続 拡大

評

におけるごみ収集車の

価

火災事故を防止した。

○

ごみカ ことで、家庭ご

基

み収集におけるごみ収

本

集車内や清掃 拡大 現状

目

○
事務事業の改善内容

標

レンダーなどで、危険

：

物等の回収に関する丁

0

寧な周 センターにおけ

4

る火災事故を防止する

快

。 縮小 削減
知を行った

適

。 災害廃棄物につい

な

て、関係団体との連携

生

を強化す 事業統合 人員

活

Check 3 災害

環

発生時の廃棄物の処理

境

等に関する体制整備に

が

るため協定を締結する

整

。 手段見直
ついて、さ

っ

らに取組を強化してい

た

く必要がある。 休止

安

・廃止 拡大
現状 ○

完了

全

削減

・安心なまち 指 標 名 市民一人当たりのごみ量 指 標 成果指標一覧のとおり 新規 ○ ソフト 事務事業コード 63

○基本的政策：01環境美化と資源循環意識の高いまちづくり 指標の目標値 760g/1日 目標年（ 令和11年度 ） 算出方法 ○ 継続 ハード 担 当 課 名 資源再生推進課

関 係 法 令 廃棄物の処理及び清掃に関する法律、東近江市ごみステーション設置補助金交付要綱、東近江市廃 一般廃棄物（ごみ
棄物の処理及び環境の美化に関する条例、東近江市一般廃棄物最終処分場条例、東近江市一般廃棄物 ）処理基本計画、

○ 施策 ：02ごみの適正処理 市 条 例 等 作 成 者 杉島 和仁処理手数料の免除に関する要綱 東近江市一般廃棄

事務事業名 廃棄物が適正に処理できるよう、ごみ袋の販売やカレンダー・ガス抜き器具の配布、また分別収集 物処理実施計画、
関連計画や集団回収を実施します。 東近江市災害廃棄

廃棄物処理対策事業 事務事業概要 予
会 計 名 一般会計物処理計画

大事業コード 030000
算

款 項 目 040201

令和07年度 事務事業実績 令和08年度 実施計画

令和07年度 令和08年度 令和09年度 令和10年度

１ 家庭ごみ等の収集			 １ 家庭ごみ等の収集				 １ 家庭ごみ等の収集				 １ 家庭ごみ等の収集				
・ごみ収集・運搬（委託・許可業者）			 ・ごみ収集・運搬（委託・許可業者）				 ・ごみ収集・運搬（委託・許可業者）				 ・ごみ収集・運搬（委託・許可業者）				
・粗大ごみの有料収集 1,067件 2,533点			 ・粗大ごみの有料収集				 ・粗大ごみの有料収集				 ・粗大ごみの有料収集				
・危険物回収及び処理 0.73t			 ・危険物回収及び処理				 ・危険物回収及



ストの普及
・ダンボールコンポストの普及

講習会の開催 38回
ダンボールコンポストの販売 712個

主な事業内容
３ 生ごみ処理容器購入に対する補助 46件 ３ 生ごみ処理容器購入に対する補助 ３ 生ごみ処理容器購入に対する補助 ３ 生ごみ処理容器購入に対する補助

（年次計画）
４ 古紙等の資源回収に対する補助 134件 ４ 古紙等の資源回収に対する補助 ４ 古紙等の資源回収に対する補助 ４ 古紙等の資源回収に対する補助

Plan 1
５ エコフリーマーケットの開催支援（開催中止） ５ エコフリーマーケットの開催支援 ５ エコフリーマーケットの開催支援 ５ エコフリーマーケットの開催支援

（実績）
６ 食品ロス削減の啓発 ６ 食品ロス削減の啓発 ６ 食品ロス削減の啓発 ６ 食品ロス削減の啓発

Do 2
７ 食品ロス削減推進計画策定の準備作業 ７ 食品ロス削減推進計画の策定 ７ 食品ロス削減推進計画の進捗管理 ７ 食品ロス削減推進計画の進捗管理
・市民意識調査
・可燃ごみ袋内容物組成調査

８ 廃棄物減量等推進審議会 ８ 廃棄物減量等推進審議会 ８ 廃棄物減量等推進審議会

指標の年度目標値 13.9% 9.0% 9.0% 9.0%

事業の優先度 Ｂ Ｂ

決算額 国庫支出金 0千円 予算額 国庫支出金 0千円

県支出金 620千円 県支出金 0千円

事業の財源 5,156千円 市債 0千円 4,452千円 市債 0千円

その他 0千円 その他 0千円

一般財源 4,536千円 一般財源 4,452千円

職員数/人件費 正 2.2人 会計任 0.1人 15,355 千円 正 2.73人 会計任 0.1人 19,181 千円

評価
改善 方向性

令和07年度 事務事業評価

指標の年度実績 Do 2 6.9% 令和08年度の改善の取り組み Action 4 令和09年度以降の事業の方向性と資源の配分

＜成果・課題＞ ＜改善内容＞ 事業の方向性 資源(財源・人)の配分 事業の方向性と資源の配分の内容

ごみ減量やリユース・リサイクルに関する取り組 ごみの減量及びリサイクルを効果的に進めるため 現状維持 ○ 財源
みとして、生ごみのたい肥化推進や、食品ロス削減 には、市民一人ひとりの環境に対する意識向上と主
に関連した市民意識調査及び可燃ごみ袋の

東

組成調査 体的な行動が

近

重要である。 見直して

江

継続 拡大
を実施した。

市

令和８年度において

総

は、本市における食品

合

ロス削 拡大 現状 ○
事務

計

事業の改善内容 また

画

、使用済みパソコンや

～

小型家電、家電４品目

ま

減の指針となる「食品

ち

ロス削減推進計画」を

づ

策定す 縮小 削減
の自宅

く

回収を行う国の認定事

り

業者と協定を締結し、

の

るとともに、この契機

森

を捉えて、家庭内で実

を

践でき 事業統合 人員
C

育

heck 3 市民がリ

て

サイクルしやすい環境

よ

を整えた。 る食品ロス

う

の削減や生ごみの水切

～

り・減量化に関す 手段

■

見直
食品ロスアンケ

令

ート及び組成調査の結

和

果から、市 る取り組み

0

やフードドライブ等に

8

ついて、積極的な 休止

年

・廃止 拡大
民の関心は

度

高いが、手付かず食品の廃棄も多くみら 啓発

実

活動を展開する。 現状

施

○
れることから引き続

計

き啓発を推進する必要

画

がある。 完了 削減

／ ◆ 令和07年度 事務事業評価

○基本目標 ：04快適な生活環境が整った安全・安心なまち 指 標 名 ごみのリサイクル率 指 標 成果指標一覧のとおり 新規 ○ ソフト 事務事業コード 2

○基本的政策：01環境美化と資源循環意識の高いまちづくり 指標の目標値 9.0% 目標年（ 令和11年度 ） 算出方法 ○ 継続 ハード 担 当 課 名 資源再生推進課

関 係 法 令 廃棄物の処理及び清掃に関する法律、東近江市生ごみ処理容器購入補助金交付要綱、東近江市リサ 一般廃棄物処理基
イクル促進補助金交付要綱、東近江市廃棄物の処理及び環境の美化に関する条例 本計画

○ 施策 ：03循環型社会の構築 市 条 例 等 作 成 者 杉島 和仁

事務事業名 ごみの減量化と循環型社会の構築をめざし、資源回収、生ごみ減量に対する取組を推進するととも
関連計画に、市民の活動を支援します。

廃棄物減量化推進事業 事務事業概要 予
会 計 名 一般会計

大事業コード 040000
算

款 項 目 040201

令和07年度 事務事業実績 令和08年度 実施計画

令和07年度 令和08年度 令和09年度 令和10年度

１ 資源回収、資源分別活動の推進 １ 資源回収、資源分別活動の推進 １ 資源回収、資源分別活動の推進 １ 資源回収、資源分別活動の推進

２ 生ごみ減量化、堆肥化の推進 ２ 生ごみ減量化、堆肥化の推進 ２ 生ごみ減量化、堆肥化の推進 ２ 生ごみ減量化、堆肥化の推進
・市内の先進的取組団体へ委託し、市民向け講習 ・市内の先進的取組団体へ委託し、市民向け講習 ・市内の先進的取組団体へ委託し、市民向け講習 ・市内の先進的取組団体へ委託し、市民向け講習
会及び研修会を実施 会及び研修会を実施 会及び研修会を実施 会及び研修会を実施

・市民アドバイザーの養成 ・ダンボールコンポストの普及 ・ダンボールコンポストの普及 ・ダンボールコンポ


